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ヒマラヤ東部地域における氷河上湖の季節変動

Seasonal variations of supraglacial ponds on debris-covered glacier in

the eastern Himalaya
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　ヒマラヤ東部地域（ネパール東部・ブータン）に現存する巨大な氷河湖は，1950～1960年頃に出現した氷

河上湖が連結して拡大したものである（Ageta et al., 2000）．一方，2009年のチョゾ氷河では巨大な氷河湖

を持たないにもかかわらず，氷河上湖を供給源とする大規模出水が生じ，プナカの住人の混乱を招いた

（Komori et al., 2012）．氷河上湖は，連結して巨大な氷河湖に発達するものや，季節変動してチョゾ氷河の

ように大規模出水を引き起こすものもある．氷河上湖の変動に関しては，3年間で面積が大きく変化する報告

（Benn et al., 2017）や異なる年のデータから季節変動を示す報告（Watson et al.,2015）があるが，1年間の

季節変動は明らかでない．ヒマラヤ地域の将来的な氷河湖拡大や大規模出水は，氷河上湖が大きく関わってい

るのだが，その発達プロセスや季節サイクルはよくわかっていない．その理由の１つとして，夏季のインドモ

ンスーンの発達で6～9月にかけて雲で覆われるために，夏季の氷河上湖の変動が衛星画像で捉えられないとい

う問題がある．そこで本研究では，雲を透過して地上の湖面データを取得できるマイクロ波の

ALOS-2/PALSAR-2のオルソ画像とLandsat8/OLIのパンシャープン画像を組み合せ，2015～2017年の3年間

のヒマラヤ東部地域のデブリ氷河の氷河上湖の季節変動を調べた．
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